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【科目】材料学特論
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】専攻科共通・1 年次
【担当教員】

金子 忠夫

【授業目標・教育方針】
材料学は、主として材料の構造を力学的性質や電気的性質などと結びつけて理解する基礎的部分とその応用部分とを
含んでいるが、この講義では主に金属材料の力学的性質を中心に講義する。一般に技術者が既存の材料を組み合わせ
て製品を製造する場合、力学的に満足しない材料を他の性質が優れているからといって使用しないだろう。このよう
に考えると力学的性質を理解する必要があるのは機械技術者に限ったものではないことがわかる。そこで、できるだ
け初歩的な内容とやや進んだ内容を織り交ぜながら進めるよう配慮したい。さらに金属以外についても触れたい。

【授業概要】
金属の機械的性質、転位と強化機構、破壊の概要、合金と熱処理、相変態などについて材料学に関する専門用語を説
明しながら講義する。

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：金属材料の力学的性質：入戸野修監訳：倍風館
材料の科学と工学［2］金属材料の力学的性質、Ｗ．Ｄ．キャリスター著、入戸野修監訳です。原書を３分冊したもの
の一つです。興味があったら３冊読んでみて下さい。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講義

【メッセージ】
講義中にわからない言葉があったら聞いて下さい。

【備考】
「事前に行う準備学習」　概論から入りますので特にありません。出身学科によってはＪＡＢＥＥの関係で実質必修科
目となりますので注意して下さい。

【成績評価方法】
［前期］期末試験：80%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力

【授業計画】（授業名：材料学特論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 応力と歪 応力と歪、弾性変形、塑性変形
第 2 回 硬さ 金属の硬さ、硬さ試験
第 3 回 転位 基礎概念、性質、すべり系、多結晶材料のすべり
第 4 回 金属の強化機構 結晶粒微細化、固溶強化、ひずみ硬化、析出強化
第 5 回 破壊 延性破壊、脆性破壊、破壊力学の基礎
第 6 回 疲労 亀裂の発生と進展、疲労寿命に影響を及ぼす因子、Ｓ

－Ｎ曲線
第 7 回 クリープ 一般的特徴、応力と温度の影響、高温用材料
第 8 回 合金 鉄鋼、非鉄合金
第 9 回 熱処理 焼き入れ、焼き戻し、焼きなまし、残留応力除去
第 10 回 Ｘ線回折 ブラッグの式、消滅則
第 11 回 拡散 Fick の式
第 12 回 相変態 拡散変態と無拡散変態
第 13 回 表面エネルギ 表面エネルギとは何か。fcc｛１１１｝の表面エネルギ

計算
第 14 回 自由エネルギ 状態図を自由エネルギの観点から眺めてみよう。
第 15 回 試験
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